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今日の福音には、「あなたがたはわたしを何者だと言うのか」とイエスの問い

かけに対してペトロが弟子たちを代表して、「あなたはメシアです」と答えたこ

とが語られています。ペトロのイエスに対するこの信仰告白は、わたしたちに

とって、これまでの主日ごとにたどってきた福音書の中でも特に重要な箇所で

す。何故なら、福音書に語られているナザレのイエスをメシアと信じるわたし

たちの教会の信仰がここで始めてはっきりと宣言されているからです。 

 しかし、今日の福音の箇所の重要性は、イエスがメシアであるという信仰が

ペトロの口を通して始めて宣言されているということだけにあるのではありま

せん。今日の福音の箇所がわたしたちのキリスト教の信仰にとって大切なのは、

ペトロが弟子たちを代表して宣言した「あなたはメシアです」という信仰宣言

に答えて、弟子たちが信じたメシアであるイエスは、どのようなメシアである

かをイエスご自身がここで初めて明らかにしておられる点にあります。弟子た

ちが信じたメシアであるイエスは、必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、

律法学者といった当時のユダヤの指導者たちから排斥されて殺され、三日の後

に復活することになっているということが、ここで初めてイエスの口によって

明らかにされています。福音書がその全体を通して告げているメシアであるイ

エスは、今日の福音の箇所以降、今日の福音の中でイエスが明らかにされたと

おりに、十字架の死が待ち受けているエルサレムを目指して歩み行かれ、当時

のユダヤの指導者たちによって十字架の死に引き渡され、十字架に架けられて

死んで行かれたのです。そのようなイエスが何故メシアであると弟子たちが信

じることができたのかと言えば、十字架に架けられて殺されたイエスは、今日

の福音の中でイエスご自身が明らかにされているように、三日目に復活して弟

子たちに現れてくださったからです。 

今日の福音の中のペトロとその仲間の弟子たちのイエスに対する信仰告白は

まだ完全なものにはなってはいません。十字架の上に死んで墓に葬られたイエ

スが、弟子たちのもとに戻って来て、その復活のお姿を示してくださった時、

弟子たちは自分たちが信じるメシアであるイエスがどのようにしてメシアであ

るのかということを悟ることが出来たのです。イエスの復活の後に弟子たちが
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宣べ伝えたメシアであるイエスはこのような道をとおって、つまり十字架の死

と復活を通してメシアであることを明らかにされたメシアとしてのイエス・キ

リストです。そして、そのようなイエス・キリストこそが、わたしたちが信じ

ているわたしたちの主イエス・キリストなのです。今日の福音はそのようなイ

エス・キリストのみ後に従って歩むように、わたしたちに呼びかけています。 

 

先週の日曜日に聴いた福音の中で、イエスは「エッファタ」という呼びかけ

をもって、耳が聞こえず舌の回らない人を癒してくださったことが語られてい

ました。マルコ福音書の文脈においては、先週の福音と今日の福音は意味を  

もって繋がれているのです。わたしたちもまた洗礼によっていただいたイエス

の「エッファタ」という力強いみことばによって、ペトロとその仲間たちのよ

うに、イエスこそメシアであるとの信仰を言い表すことが出来るようになった

のです。 

けれども、今日の福音のペトロへのイエスの戒めのことばが示しているよう

に、わたしたちの耳がさらに開かれ、わたしたちが表明しているイエス・キリ

ストへの信仰がどのようなメシアとしてのイエス・キリストへの信仰であるか

悟らせていただけるよう願わなくてはなりません。ペトロとその仲間たちが信

じ、彼らの宣教を通してわたしたちが受け入れ信じているメシアであるイエ

ス・キリストは、わたしたちを十字架の道に招くメシアなのです。何故なら、

わたしたちが信じているイエス・キリストは、十字架の死と復活において御自

分がメシアであることを示されたメシア、イエス・キリストだからです。 

 

 「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わた

しに従いなさい」。これが、わたしたちが信じたメシア、イエス・キリストのわ

たしたちへの招きのことばです。十字架に架けられて死んだイエスをメシアと

して信じる者たちは、この招きに答えてメシアであるイエス・キリストの後に

つき従って行くことを求められているのです。このようなイエスの招きに従う

ことを確かに容易なことではありません。けれども、この招きを受け入れるこ

とが出来るなら、わたしたちにとって、わたしたちのメシア、イエス・キリス

トに従うことはそう難しいことではなくなるはずです。何故なら、イエス・キ

リストの後に従って行くために、わたしたちは何か特別なことをするように求

められているのではないことが分かってくるからです。イエスの後につき従う

道は、わたしたちが日々経験しているわたしたちにとって十字架と思える苦し

みや困難を、心の耳を開いて、十字架のイエスのわたしたちへの招きとして受



 3 

け止めることによって開かれる道だからです。わたしたちがそのように受け止

めることを、十字架のイエスのもとで学ぶことが出来るとき、わたしたちがこ

の世で経験するすべての苦しみと悩みは、わたしたちのメシア、イエス・キリ

ストに従う道となります。そのことによって、わたしたちはわたしたちを脅か

しているすべての不安から解放されている自分を見出すことが出来ることで 

しょう。このようにして、わたしたちはわたしたちが信じメシア、イエス・キ

リストによって、この世の苦しみの只中で、救われていることを悟ることが出

来ることでしょう。何故なら、わたしたちはまさにわたしたちが経験するすべ

ての苦しみの中で、それがイエスをメシアと信じるわたしたちの背負うべき十

字架であることを悟り、その苦しみを受け入れることによって、それが十字架

の死を越えて復活されたイエスの後に従って歩むべき道であること悟ること出

来るからです。これこそが、十字架のメシア、イエス・キリストがこの世を生

きるわたしたちに与えてくださる救いなのです。 

 「わたしの後に従いたい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わた

しに従いなさい」。このみことばを、わたしたちが信じるメシア、イエス・キリ

ストの招きのみことばとして受け止めることが出来るとき、わたしたちは意味

の見えないすべての苦しみの中で、イエスに従って復活のいのちに至る道を見

出すことが出来るのです。今日もこのミサの中でわたしたちを招いておられる

十字架のメシア、イエス・キリストのみことばがわたしたちの心の耳を開き、

そのようにしてわたしたちの萎えた足を強め、イエスに従って歩む力を与える

ものとなるよう祈り求めたいと思います。 


